
特集建設工事の安全対策
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次世代への安全対策の継承
我が社の安全対策の取り組み

1．はじめに

当社は，昭和 ８ 年の創業以来82年間，建設業を
営んできましたが，安全衛生管理・活動は，ベテ
ランの蓄積した知識任せの状態であり，労働災害
の発生についても，休業 ４ 日以上の労働災害の発
生が １ 件から ２ 件の年，また，無災害の年もある
といった状態が近年続いておりましたが，危険
性，有害性が除去できていたかは疑問が残る状態
です。

労働災害ゼロは恒久的な目標であり，安全衛生
管理・活動についても，ベテランから若手まで同
じレベルで管理・活動ができ，次世代への継承が
スムーズに行えるシステムの導入を検討した結
果，これまで実施してきた，品質・環境マネジメ
ントシステムに倣い，労働安全衛生マネジメント
システムを導入することとなりました。

2．COHSMS（コスモス）の導入

平成11年 ４ 月に公表された「労働安全衛生マネ
ジメントシステムに関する指針」ですが，この指
針は，すべての産業が対象となっており，建設業
においては，一般的な製造業とは異なり，工事が

有期である，元請業者と専門業者の協力体制のも
とに工事が進められるなどの特性があり，そうい
った特性を踏まえたマネジメントシステムを，建
設業労働災害防止協会が「建設業労働安全衛生マ
ネジメントシステムガイドライン（Construction 
Occupational Health and Safety Management 
System Guidelines，頭文字をとってCOHSMS

（コスモス））」を平成11年11月に公表し，認定を
行っていることから，建設業労働安全衛生マネジ
メントシステム（以下「コスモス」という。）の
導入を図ることとなりました。

3．システム構築

システム導入に当たり，現場担当者からの反発
等もありましたが，安全は，何を差し置いても最
優先しなければならないこと，すでに取り組んで
いる品質・環境マネジメントシステムを含めた記
録類の簡素化に努めることなどを訴え，平成22年
８ 月にスタートを切りました。

まず初めに，構築担当者が，建設業労働災害防
止協会主催の「COHSMS構築・認定担当者研修
講座，リスクアセスメント担当者（建設業）研修」
を受講し，コスモスについての知識を習得し，建
設業労働安全衛生マネジメントシステムガイドラ
インに則った文章の作成に取り掛かりました。す
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でに，品質・環境とマネジメントシステムの運用
は行っていたので，システム文章の作成について
は，問題なく進めることができましたが，このシ
ステムで最も重要である，「危険性又は有害性の
調査及び実施事項の決定」いわゆる，リスクアセ
スメント手法の具体化でした。今までは，現場単
位でリスクアセスメントのような，KY（危険予
知）活動は行っていましたが，ガイドラインに則
ったようなものではなく，考え方もまちまちでし
た。そこで基本となるようなものの必要性を感
じ，建設業労働災害防止協会発行の「建設作業に
おける危険有害要因特定標準モデル」を参考に，
自社向けの「真下建設（株）リスクアセスメント
標準モデル」を作成し，社内に閲覧，周知を行
い，作業所のリスクアセスメントの実施に活用し
てもらうこととしました。

平成23年 ７ 月 １ 日に初版となる建設業労働安全
衛生マネジメントシステムマニュアルが制定さ
れ，当社におけるコスモス運用の第一歩を踏み出
しました。

4．システム運用

当社のシステム運用の流れを表記すると，安全

衛生方針（図― 1）を達成するために，過去の事
故事例，災害発生状況，リスクアセスメントの結
果，過去の安全衛生目標の達成状況，安全パトロ
ールの結果，ヒヤリ・ハット事例などを加味した
安全衛生目標を設定し，この目標を達成するべく

『○年度安全衛生計画書』（図― 2）を策定し実施
します。

作業所においては，作業により発生する危険性
又は有害性の洗い出しを行い（図― 3），そのリ
スクに対する低減措置を決定（リスク低減措置の
優先順位： 1．本質的対策→ 2．工学的対策→ 3．
管理的対策→ 4．個人用保護具の使用），残存リス
クに対しては日々のKY活動にて対処し，工事安
全衛生方針を策定し，それを達成するために，

『工事安全衛生計画書』（図― 4）を作成します。
工事安全衛生計画書の目標を達成するために，
日々の安全衛生活動を実施，日常的な点検の結果
等をまとめたものを，『○月度 工事安全衛生計画
実施書』（図― 5）に記録，店社へ報告します。
以上までが，マネジメントシステムの基本事項で
ある，計画（P）・実施（D）に当たります。

続いて，評価（C）・改善（A）ですが，店社に
おいては，各事業部，安全衛生委員会，安全シス
テム監査等により評価を行い，必要に応じて改善
を実施します。作業所においては，作業所長，事
業部長による日常的な点検の実施，安全指導員，
安全衛生委員会による安全パトロール，安全シス
テム監査員による安全システム監査の実施等によ
り評価を行い，必要に応じ改善を実施するシステ
ムとなっています。

運用実施に当たり，色々諸問題に直面しました
が，建設業労働災害防止協会のコスモスセンター
での面談等実施しながら，問題を解決し，何とか
１ 年目の運用を終えることができ，平成24年12月
にコスモス認定の申し込みを行い，実地審査を終
え，平成25年 ２ 月28日に晴れてコスモス認定証が
交付されました。

早いもので，認定期間の ３ 年を迎え，平成27年
12月に １ 回目の再認定審査を受けました。

図― 1　安全衛生方針
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図― 2　○年度安全衛生計画書

図― 3　作業所のリスクアセスメント実施表
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図― 4　工事安全衛生計画書

図― 5　○月度工事安全衛生計画実施書
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5．システム運用のポイント

システムを運用していく中で，特に重要な項目
が作業所における「危険性又は有害性等の調査及
び実施事項の決定」であると考えます。私たち建
設業は，自然環境の中で作業を行う訳ですから，
作業環境は日々刻々と変化します。そういった中
で，その時々に対応した作業方法，リスク低減措
置を実施しないと，災害や事故の発生に繋がって
しまいます。リスクアセスメントにて事前に決定
したリスク低減に対する対応策，措置等実施事項
を，日々の作業に合わせ，見直しを行い，毎朝実
施するミーティング，KY活動の中で周知徹底を
図ることが大事であると思われます。

システム運用は，計画（P）・実施（D）・評価
（C）・改善（A）の順に回すのが基本ですが，作
業所におけるリスク低減対応策，措置等をその日
の作業環境に合わせ，リスク低減措置（P）・改
善（A）・実施（D）・評価（C）・再改善（A）と
いった形でのサイクルを回すことが重要なポイン
トだと考えています。

前記しましたが，計画（P）・実施（D）・評価
（C）・改善（A）のサイクルを回すのが基本です
が，計画を作る段階でなるべく多くの従業員の意
見を聞き，実際に実施できる計画を作ることが重
要だと考えます。計画があっても実際に実施され
なければ，絵に描いた餅となってしまいます。そ

うなると，評価（C）・改善（A）へとは繋がらず，
継続的改善もなく，進歩しないシステムとなって
しまいますので，これも重要なポイントの １ つだ
と思われます。

6．コスモス運用による効果

コスモスの運用による効果を考えると，以下の
事項が期待できると思われます。
⑴�　安全衛生管理のノウハウの継承がスムーズに

実施でき，若手従業員でも容易に管理ができる。
⑵�　安全システムに対する役割，責任及び権限

で，誰が何をすべきかが明確になる。
⑶�　計画（P）・実施（D）・評価（C）・改善（A）

サイクルを回すことにより，安全衛生水準の継
続的な向上が図れる。

⑷�　安全に対するマネジメントシステムの運用
が，対外的な信用に繋がる。

7．その他の安全衛生活動事例

コスモスの運用の他，当社の安全衛生活動で特
筆すべきことはありませんが，毎年全国安全週間
内の行事として，『安全教育及び表彰式』（写真―
1）を，地元管轄の労働基準監督署長・警察署長
を来賓に迎え，安全衛生計画書の発表，優良協力
業者表彰，労働安全・交通安全特別表彰，労働安

写真― 1　安全教育及び表彰式
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全衛生・交通安全に対する研修会を実施していま
す。

また，突然の怪我や疾病による緊急事態に対応
するため，地元消防本部の講師を招いて『普通救
命講習Ⅰ』（写真― 2， 3）を実施し，止血方法，
心肺蘇生法，AEDの使用等一連の訓練を行って
います。こういった訓練は，現場等だけではな
く，各人の家庭や街中での急病人との遭遇時など
に，ためらわずに実施できるようにと，定期的に
受講し，知識の維持に努めています。

8．おわりに

安全で健康的な職場づくりは，建設業を営む者
にとって永遠の課題であると考えています。それ
を達成するため，若手従業員にとっても理解しや
すいツールの必要性を考え，安全衛生管理を分か
りやすくシステム化した，コスモスの導入を図り
ました。

品質・環境・安全衛生と ３ つのマネジメントシ
ステム活用で，ものづくりのプロセスを具現化
し，顧客に対する信用力の向上及び，企業が果た
さなければならない社会的責任の追究などを進
め，若手社員が定着できる，安全で社会からも信
頼され，魅力のある企業づくりを目指していきた
いと思っています。

写真― 2　心肺蘇生法

写真― 3　AED使用訓練
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